
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に挿入可能な挿入部を有する内視鏡において、
　前記挿入部から照射する照明光を透過可能な光学部材と、
　前記挿入部の先端部を構成し前記光学部材を前記挿入部の軸方向と交差する方向から挿
入する装着部を有する先端部材と、

　を有することを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡の挿入部の先端部に透光窓を設けた内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に内視鏡は術者が把持・操作する操作部、体腔内に挿入する挿入部および光源装置や
画像処理装置に接続するコネクタ部より構成され、体腔内を観察する対物レンズおよび撮
像手段としてＣＣＤ等の固体撮像素子、および体腔内を照明するライトガイド等を設けた
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　前記挿入部の先端部を構成し前記先端部材を前記挿入部の軸方向から挿入可能な開口部
を有する外嵌部材と、
　前記外嵌部材に設けられ前記先端部材を前記開口部から挿入したときに前記先端部材に
装着された前記光学部材と当接し前記光学部材を係止可能な係止部と、



先端部材が挿入部の先端に設けられている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
ところで、内視鏡先端のレイアウト上、ライトガイドを扁平な異形状に成形して前記内視
鏡先端に配置したほうが役に立たない空間を最小限にでき、結果、先端外径を細径化でき
る場合がある。このような異形のライトガイドを内視鏡先端部に配置する場合、内視鏡先
端構成部品に前記ライトガイドの形状と略同形の異形穴を形成し、その異形穴に前記ライ
トガイドファイバ端を挿通させて接着剤などで固定する必要がある。この場合、１つの部
品に対し異形の穴を加工するのは加工が困難で非常にコストかかる。
【０００４】
そのため従来では先端構成部品を複数の組み合わせにより構成し、前記異形穴を部品同士
の組み合わせによって形成されるようにして前記異形穴の加工コストを低減させる技術が
ある。そして、前記複数の先端構成部品と前記ライトガイドファイバを接着剤などで固定
した後、前記ライトガイドファイバの先端面側にできる異形の凹部に略同形状のカバーガ
ラスを内視鏡先端面側より落とし込み、接着剤などでライトガイドファイバ端を封止して
いる。
【０００５】
【特許文献１】
特開平８－２９９２５８号公報（第２－３頁、図１－４）
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来の内視鏡の技術では、複数の先端構成部品の組み合わせ（位置決め）を正
確に行ったうえ、ライトガイドファイバを前記複数の先端構成部品から成る異形穴に接着
固定する際に、カバーガラスを落とし込む凹部となる空間をつくるため内視鏡先端面より
規定量窪ませた位置に前記ライトガイドファイバ端を位置決めする必要がある。
【０００７】
前記各部品同士の組み合わせ状態に正確さを欠くと、凹部の深さにばらつきが出たり凹部
底面に段差が生じて、カバーガラス固定状態が不確定になったりカバーガラスとライトガ
イドの当接面に隙間ができて不用意に接着剤が流れ込んだりして透過光量が低下するおそ
れがあった。また、前述の問題が生じないよう、専用の治工具などを用いて正確、慎重な
組立作業を要していた。
【０００８】
本発明は、前記事情に鑑みてなされたものであり、前記挿入部の先端部の組立作業性を向
上し、且つ、先端部に設ける光学部材の固定状態が不確定になるのを防止できる内視鏡を
提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　 内視鏡は、被検体に挿入可能な挿入部を有する内視鏡
において、前記挿入部から照射する照明光を透過可能な光学部材と、前記挿入部の先端部
を構成し前記光学部材を前記挿入部の軸方向と交差する方向から挿入する装着部を有する
先端部材と、前記挿入部の先端部を構成し前記先端部材を前記挿入部の軸方向から挿入可
能な開口部を有する外嵌部材と、前記外嵌部材に設けられ前記先端部材を前記開口部から
挿入したときに前記先端部材に装着された前記光学部材と当接し前記光学部材を係止可能
な係止部と、を有することを特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
（第１の実施の形態）
図１乃至図８は本発明の実施の形態に係り、図１は内視鏡本体の斜視図、図２は内視鏡の
挿入部先端の拡大図、図３は挿入部先端における図２のＫ－Ｋ断面図、図４は挿入部先端
近傍における長手方向（図２のＡ－Ａ方向）の断面図、図５は挿入部先端近傍における長
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前記目的を達成するため本発明の



手方向（図２のＯ－Ｊ方向）の断面図、図６は挿入部における図４のＢ－Ｂ断面図、図７
は挿入部における図３のＣ－Ｃ断面図、図８は内視鏡先端構成部品の分解斜視図である。
【００１３】
（構成）
図１に示すように、本発明の実施の形態の内視鏡を構成する内視鏡１は、挿入部２と、操
作部３と、ユニバーサルケーブル４と、ライトガイドコネクタ５と、カメラケーブル６と
、カメラコネクタ７とを含んで構成されている。
【００１４】
挿入部２は、細長に形成され、例えば先端部側にＣＣＤ等の固体撮像素子を有する撮像ユ
ニットを内蔵している。
【００１５】
操作部３は、挿入部２の基端に設けられ、把持部を兼ねる。
ユニバーサルケーブル４は、操作部３の基端側から延設されている。
ライトガイドコネクタ５は、ユニバーサルケーブル４の後端部に設けられ図示しない光源
装置に接続される。
【００１６】
カメラケーブル６は、このライトガイドコネクタ５の側部から延出している。
カメラコネクタ７は、カメラケーブル６の延出先端部に設けられ、図示しないカメラコン
トロールユニット（以下ＣＣＵ）に接続される。
【００１７】
尚、前記カメラコネクタ７が接続される図示しないＣＣＵには、図示しないモニタが接続
されるようになっており、被検部の光学像を図４に示す撮像ユニット３２の固体撮像素子
で撮像した後、前記ＣＣＵで信号処理しモニタでその被検部の画像を表示するようになっ
ている。
【００１８】
また、図１に示すように、前記挿入部２は、最先端位置に先端部８を設け、この先端部８
の基端に隣接して湾曲部９を連接し、湾曲部８の基端に隣接して硬性部１０を連接してい
る。湾曲部９は湾曲自在になっている。硬性部１０は、長尺で硬性になっている。
【００１９】
前記操作部３は硬性部１０の基端に連接される。操作部３の挿入部側部位は、術者が内視
鏡１を把持する把持部としてのグリップ１１を構成している。
【００２０】
グリップ１１よりも手元側に位置する操作部３の部分には２つの湾曲操作レバー１２，１
３が設けられている。２つの湾曲操作レバー１２，１３は、前記湾曲部９を異なる向きに
それぞれ湾曲操作するためのものである。内視鏡１は、これらの湾曲操作レバー１２，１
３をそれそれ回動する操作を行うことで前記湾曲部９を湾曲することができる。
【００２１】
前記湾曲操作レバー１２，１３に隣接する位置には、その湾曲操作レバー１２，１３を所
望の位置で固定（すなわち湾曲状態を所望の状態で固定）するための湾曲固定レバー１４
（湾曲操作レバー１３に対する湾曲固定レバーについては不図示）が設けられている。前
記グリップ１１には図示しないＶＴＲなどの映像記録装置や図示しないＣＣＵなどを遠隔
操作する複数のリモートスイッチ１５が設けられている。
【００２２】
前記ライトガイドコネクタ５の側壁面には通気口金１６が設けられている。通気口金１６
は内視鏡本体の内外の連通状態を選択可能にするものである。
【００２３】
内視鏡１は、この通気口金１６より内視鏡本体内に空気を供給し、内視鏡１を水中に浸潰
することにより気泡の漏れによって内視鏡１の水漏れ検査が行えるようになっている。
【００２４】
この通気口金１６は、通常、閉塞されており、これによって該内視鏡１の内部に水が浸入

10

20

30

40

50

(3) JP 3954491 B2 2007.8.8



しない水密状態にある。
【００２５】
前記挿入部２には主に湾曲部９の保護用としての保護シース１７が装着できる。前記保護
シース１７は、可撓性の高いチューブ状のシース１８の部分と、そのシース１８の基端部
に設けられた口元部１９とから成る。
【００２６】
本実施の形態は、前記挿入部２の先端部８を前記口元部１９の開口部より差し込んで挿入
部２をシース１８内に挿通させ、口元部１９の開口端部内面に設けた係合凸部２０をグリ
ップ１１の先端側に設けたグリップ凸部２１を乗り越えて操作部３に係合させることで保
護シース１７を内視鏡１に装着した状態で固定できるようになっている。
【００２７】
図２乃至図５に示すように、前記挿入部２の先端部８には、照明光学系としてのライトガ
イド３１と、撮像ユニット３２とが設置されている。
【００２８】
ライトガイド３１は、光ファイバー等からなる導光手段で体腔内の被検部を照明するため
の照明光を図示しない光源より導光して先端面に固定した照明窓３３から照明光を被検部
に照明する。
【００２９】
撮像ユニット３２は、対物光学系として複数のレンズ等の光学部材からなる対物レンズ系
３４と、撮像部３５とから構成されている。
【００３０】
撮像部３５は、撮像手段としてＣＣＤ等の図示しない固体撮像素子を内蔵している。
【００３１】
対物レンズ系３４は、観察光学レンズとしてのレンズ群３６を金属製のレンズ枠３７に組
み込んだ構成になっている。
【００３２】
対物レンズ系３４は、ライトガイド３１から照射される照明光で照明された被検部の光学
像を取り入れ、撮像部３５の固体撮像素子に結像させる。
【００３３】
更に、図４に示すように前記対物レンズ系３４の先端側には、光学部材からなる円盤状第
１レンズ３８を接着固定した略円筒状の第１レンズ枠３９が、絶縁枠４０を前記レンズ枠
３７との間に介在させるようにして、前記レンズ枠３７に固定される。
【００３４】
円盤状第１レンズ３８は、観察光学レンズとなっており、内視鏡挿入部先端面に露呈する
。絶縁枠４０は、電気絶縁性のある素材からなる。
【００３５】
尚、前記円盤状第１レンズ３８の先端面側は、第１レンズ枠３９に対し若干突出していて
、その突出部のコーナーを面取りして面取り部４１を形成している。
【００３６】
また、前記ライトガイド３１と撮像ユニット３２は何れも前記先端部８の本実施例では略
円筒形状で端面を形成する端面部９１（図２参照）を有する第１の先端管状部材５０（先
端部材）に固定されている。
【００３７】
ここで、ライトガイド３１は、例えばライトガイドファイバ束によって形成され、そのフ
ァイバ束の断面形状はその端部近傍を接着剤などを用いて規定の形状に成形し、その他は
変形自在なものである。
【００３８】
前記撮像ユニット３２の後ろ側には、撮像ケーブル４２が接続されている。この撮像ケー
ブル４２は図１に示した内視鏡１の挿入部２、操作部３、ユニバーサルケーブル４、ライ
トガイドコネクタ５およびカメラケーブル６内を通して前記カメラコネクタ７に導かれ、
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そのカメラコネクタ７により図示しないビデオプロセッサ等に接続される。
【００３９】
図８に示すように、前記挿入部２の先端部８の基体は大きく分けて、前記第１の先端管状
部材５０と、この第１の先端管状部材５０の基端側から被嵌される略円筒状の第２の先端
管状部材６０（外嵌部材）と、この第２の先端管状部材６０の基端側から外装部分として
被嵌される略円筒状の第３の先端管状部材７０との３つの枠体である先端管状部材により
構成されている。
【００４０】
前記第１の先端管状部材５０は強度をもたせるために金属製である。この第１の先端管状
部材５０の端面の中央には、前記撮像ユニット３２の先端部分を嵌入して、前記撮像ユニ
ット３２を水密的に接着固定する対物収納孔５１が貫通している。
【００４１】
前記対物収納孔５１には、開口端部に部分的にその内側に突出した複数の爪部５２を第１
の先端管状部材５０に一体的に形成している。
【００４２】
更に、前記爪部５２は、円盤状第１レンズ３８の外周部に形成した面取り部４１に掛かる
ように突出している。そして、対物収納孔５１の後ろ側より撮像ユニット３２を挿通して
前記第１レンズ枠３９の先端近傍のフランジ部が対物収納孔５１の段付き部に当接して位
置決めされた図２の状態では、前記爪部５２が前記円盤状第１レンズ３８の面取り部４１
の直前に位置するようになっている。
【００４３】
図４および図６に示すように、第１の先端管状部材５０には対物収納孔５１に直交するよ
うにネジ孔４３が形成されており、そのネジ孔４３には第１の先端管状部材５０の下方か
らビス４４がねじ込まれ、このビス４４を撮像ユニット３２の先端側に固定された前記第
１レンズ枠３９に当て付けて前記撮像ユニット３２を第１の先端管状部材５０に固定する
。
【００４４】
このビス４４によるビス固定後はねじ込み部の水密を確保するため、残ったネジ孔４３内
には充填材４５を密に充填する。この構成によって、内視鏡先端部８と前記撮像ユニット
３２は、絶縁枠４０によって電気的に絶縁される。
【００４５】
さらにこの状態で、内視鏡先端面側から、前記対物収納孔５１の前記爪部５２を避けた開
口部５３より接着剤を流し込み、第１レンズ枠３９と第１の先端管状部材５０との間の水
密を確保する。
【００４６】
ここで、前記第１レンズ枠３９と円盤状第１レンズ３８はあらかじめ接着固定するように
記載したが、組立作業を簡略化するため前記第１レンズ枠３９と第１の先端管状部材５０
との接着と同時に行っても良い。すなわち、第１レンズ枠３９に円盤状第１レンズ３８を
落とし込んだだけの状態で第１の先端管状部材５０に撮像ユニット３２を組み付ける。そ
して、前記３部品（第１の先端管状部材５０、円盤状第１レンズ３８、第１レンズ枠３９
）を同時に接着固定する。この際、爪部５２が円盤状第１レンズ３８の面取部４１に位置
するので、円盤状第１レンズ３８が第１レンズ枠３９に対し浮きを生じることなく接着固
定ができる。
【００４７】
図８に示すように、第１の先端管状部材５０の外周部には接着剤などで断面を略矩形の形
状に成形した前記ライトガイド３１の端部が配置される略矩形溝のライトガイド受け部５
４が形成されている。
【００４８】
また、挿入部２の先端面として外部に露出する面側の、前記ライトガイド受け部５４が形
成された位置には、照明窓３３（光学部材）を配置するための段部５５が形成されている
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。照明窓３３は、平板ガラス等の照明光を透光可能な光学部材からなる。
【００４９】
図２、図３及び図８に示すように、前記段部５５は、照明窓３３の形状と略等しい形で、
且つ前記第１の先端管状部材５０の先端面を形成する端面部９１に対し照明窓３３の厚さ
と略等しい量の窪み量を持って第１の先端管状部材５０の端面部９１を切り欠くように形
成している。更に、この段部５５には、対向する２つのクサビ状の爪部５６を形成してい
る。即ち段部５５と爪部５６により照明窓３３の装着部を形成している。一方、照明窓３
３には、前記爪部５６に対応する位置に２つの面取り部８１を形成している。この構成の
照明窓３３を段部５５に配置する際は、第１の先端管状部材５０の側方から中心に向かっ
てスライド係入させて段部５５の所定の位置に照明窓３３を組み付ける。この時、前記照
明窓３３の面取り部８１に爪部５６が位置するので、前記照明窓３３が内視鏡先端前方に
動くことがなく装着部に収納される。
【００５０】
第１の先端管状部材５０の段部５５が切りかかれていない部分はフランジ状の部分として
残り、このフランジ部５７は前記第２の先端管状部材６０を組み付ける際の突き当て位置
決め部となる。
【００５１】
また、図８に示すように第１の先端管状部材５０の外周部には前記３部品の位置決め用と
してのピン４６を係入する位置決め穴５８が所定の位置に設けられている。
【００５２】
前記第２の先端管状部材６０は、薄肉で金属製円管形状を成し、その一端側は段付き肉厚
部６１とし、その前記開口部６６には前記第１の先端管状部材５０を長手方向に嵌入した
とき、各々の端部が同面となるよう第１の先端管状部材５０のフランジ部５７が当接する
当接部６２を形成している。そして、本実施の形態は、図２及び図８に示すように、段付
き肉厚部６１の内周面による係止部６５が照明窓３３の円弧部８２を内包することで、言
い換えると装着部を覆って塞ぐことで、照明窓３３が前記第１及び第２の先端構成部品５
０，６０に対して機械的に固定される。
【００５３】
また、図８に示すように、第２の先端管状部材６０の他端側からは一定幅のスリット状の
切欠き部６３を設けている。切欠き部６３は、図７に示すように撮像ユニット３２の最大
外径の周辺部分を入り込ませて撮像ユニット３２と第２の先端管状部材６０との干渉を無
くし、挿入部外径寸法を小さく抑えている。
【００５４】
さらに、図６及び図８に示すように、第２の先端管状部材６０には前記ピン４６を係入さ
せる穴６４が所定の位置に設けられている。本実施の形態は、前記ピン４６により、第１
の先端管状部材５０と第２の先端管状部材６０の位置を決めるようになっている。
【００５５】
前記第３の先端管状部材７０は、金属製の薄肉円管状を成しており、その先端側筒状部分
は前記第２の先端管状部材６０の外周にぴったりと嵌入する内径の太径筒部７１となって
いる。第３の先端管状部材７０の後端側部分は段付きの細径部７２となっている。第３の
先端管状部材７０の太径筒部７１における先端部分にはスリット７３が形成されている。
前記スリット７３の幅は前記ピン４６の細径部４７の直径と略等しい。そして、第３の先
端管状部材７０内に第２の先端管状部材６０を嵌入させ、第３の先端管状部材７０の先端
が第２の先端管状部材６０の段付き肉厚部６１に当接する際、第３の先端管状部材７０の
スリット７３に前記ピン４６の細径部４７を係入させるようにして相互の位置関係を決め
るようになっている。
【００５６】
前記第３の先端管状部材７０の他端側部分は段付き細径部７２を成しているが、この段付
き細径部７２には図４に示すように挿入部２の湾曲部９を構成する節輪７４の最先端に位
置するものの一端部分が嵌合しており、さらに両者は接着固定される。
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【００５７】
挿入部２の先端部８において一端部分を固定したライトガイド３１はその基端が図１に示
す前記ライトガイドコネクタ５に固定され、図示しない光源装置からの照明光をそのライ
トガイド３１を通じて挿入部先端まで導光する。ライトガイド３１の先端部分は左右に分
かれて図８に示す前記第１の先端管状部材５０の略矩形溝のライトがイド受け部５４と前
記第２の先端管状部材６０とで構成される略矩形状の空間内に配置される。この時、前記
第１の先端管状部材５０の後端側には、ライトガイド受け部５４の全体を含むように前記
第１の先端管状部材５０の外周側に向けて傾斜した斜面部５９が形成されており（図５参
照）、ライトガイド３１の先端を図８に示す矢印方向に組付ける際、ライトガイド３１の
先端を斜面部５９に当接させることで第１及び第２の先端構成部品５０，６０により構成
される略矩形状の空間に導きやすくしている。
【００５８】
前記略矩形状の空間に挿通されたライトガイド３１の端部は、照明窓３３に当接した状態
で接着固定される。
【００５９】
そして、このライトガイド３１を通じて送り込まれた照明光は先端部８の端部において前
記第１の先端管状部材５０と前記第２の先端管状部材６０とで構成される凹部（すなわち
前記ライトガイド３１の出射端部）に係止され、接着剤で水密的に固定された照明窓３３
を通して被検部に出射される。
【００６０】
また、図５に示すように前記ライトガイド３１は挿入部２の先端部８に配置されるが、こ
の場合、第２の先端管状部材６０の内部において、前記撮像ユニット３２を避けた部位お
よび空間を利用して効率よく配置されるため、挿入部２の細径化を達成する。また、ライ
トガイド３１を略矩形（扁平）に成形することで、先端部８内の役に立たない空間をより
少なくすることができる。さらに、図５に示すように撮像ユニット３２の最大外径部分を
避けるように長手方向に沿ってライトガイド成形部をＳ字状にして配置し、その組立性を
向上させている。また、ライトガイド３１の成形部に組立時や湾曲操作時のストレスがか
かってもライトガイド３１の素線を折れにくくするために、第２の先端管状部材６０の長
手方向全長にわたり、前記第２の先端管状部材６０の内周面とライトガイド３１との側面
を接着固定するようにする。
【００６１】
このような構造により、内視鏡１は、被検体に挿入可能な挿入部２を有する。
照明窓３３は、前記挿入部２から照射する照明光を透過可能な光学部材となっている。
【００６２】
第１の先端管状部材５０は、前記挿入部２の先端部８を構成し前記光学部材を前記挿入部
２の軸方向と交差する方向から挿入する装着部としての段部５５を有する先端部材となっ
ている。
【００６３】
第２の先端管状部材６０は、前記挿入部２の先端部８を構成し前記先端部材を前記挿入部
２の軸方向から挿入可能な開口部６６を有する外嵌部材となっている。
【００６４】
係止部６５は、前記外嵌部材に設けられ、前記先端部材を前記開口部６６から挿入したと
きに前記先端部材に装着された前記光学部材と当接し前記光学部材を係止可能になってい
る。
【００６５】
前記照明窓３３は異形の板ガラスになっている。
（作用）
本実施の形態において、光源装置から出射される照明光がライトガイド３１に入射し、前
記ライトガイド３１により導かれた照明光が内視鏡先端の照明窓３３より出射して患部を
照明する。
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【００６６】
（効果）
本実施の形態によれば、前記第１の先端管状部材５０を第２の先端管状部材６０の前記開
口部６６に挿入したときに、前記第２の先端管状部材６０に設けられた係止部６５は、前
記第１の先端管状部材５０に装着された前記照明窓３３と当接して前記照明窓３３を係止
するので、複数の先端構成部品の組み合わせにより、内視鏡先端を構成する場合において
、特別に精度の高い組立て作業や、組立て治工具を要せず、正確、且つ確実な組立てが可
能となり、結果として組立て作業の効率化が図れる。
【００６７】
［付記］
以上詳述したような本発明の前記実施の形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００６８】
（付記項１）　被検体に挿入可能な挿入部を有する内視鏡において、
前記挿入部から照射する照明光を透過可能な光学部材と、
前記挿入部の先端部を構成し前記光学部材を前記挿入部の軸方向と交差する方向から挿入
する装着部を有する先端部材と、
前記挿入部の先端部を構成し前記先端部材を前記挿入部の軸方向から挿入可能な開口部を
有する外嵌部材と、
前記外嵌部材に設けられ前記先端部材を前記開口部から挿入したときに前記先端部材に装
着された前記光学部材と当接し前記光学部材を係止可能な係止部と、
を有することを特徴とする内視鏡。
【００６９】
（付記項２）　前記光学部材は異形の板ガラスであることを特徴とする付記項１に記載の
内視鏡。
【００７０】
（付記項３）　内視鏡先端部を複数の先端構成部品の組み合わせにより構成し、内視鏡先
端面に露呈する透光窓を、前記複数の先端構成部品の組み合わせより形成される凹部に固
定した内視鏡において、
少なくとも前記複数の先端構成部品のうち、第１の先端構成部品には、前記透光窓が前記
内鏡先端面より前方に移動しないように前記透光窓の厚み方向に対し略垂直方向に前記透
光窓をスライド係入する爪部を設けるとともに、前記透光窓がスライド係入した前記第１
の先端構成部品に対し第２の先端構成部品が前記透光窓のスライド係入方向に対し略垂直
な方向から嵌合するようにしたことを特徴とする内視鏡。
【００７１】
（付記項４）　前記透光窓は、異形の板ガラスであることを特徴とする付記項３の内視鏡
。
【００７２】
（付記項５）　被検部像を撮像するための観察光学レンズのうち、少なくとも内視鏡先端
面に露呈する円形の第１レンズをレンズ枠の内視鏡先端側から前記レンズ枠に落とし込ん
で配置し、さらにこのレンズ枠を内視鏡先端構成部品に設けた対物収納孔に挿通させて内
視鏡先端部に配置した内視鏡において、
前記先端構成部品の前記対物収納孔を、内視鏡先端側開口部の開口面積が最小となるよう
に段付き形状に形成し、かつ前記開口面積が前記第１レンズの面積よりも小さくなるよう
にしたことを特徴とする内視鏡。
【００７３】
（付記項６）　前記対物収納孔の内視鏡先端側開口部の形状は、前記第１レンズの外径よ
り大きな円と、この円から円の中心方向に向けて突出し前記第１レンズの外周部より内側
に掛かる複数の爪部とから構成されていることを特徴とする付記項５に記載の内視鏡。
【００７４】
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【発明の効果】
以上述べた様に本発明によれば、複数の先端構成部品の組み合わせにより、内視鏡先端を
構成する場合において、前記挿入部の先端部の組立作業性を向上し、且つ、先端部に設け
る光学部材の固定状態が不確定になるのを防止できるので、特別に精度の高い組立て作業
や、組立て治工具を要せず、正確、且つ確実な組立てが可能となり、結果として組立て作
業の効率化が図れる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る内視鏡本体の斜視図。
【図２】本発明の実施の形態に係る内視鏡の挿入部先端の拡大図。
【図３】本発明の実施の形態に係る内視鏡の挿入部先端における図２のＫ－Ｋ断面図。
【図４】本発明の実施の形態に係る内視鏡の挿入部先端近傍における長手方向の断面図。
【図５】本発明の実施の形態に係る内視鏡の挿入部先端近傍における長手方向の断面図。
【図６】本発明の実施の形態に係る内視鏡の挿入部における図４のＢ－Ｂ断面図。
【図７】本発明の実施の形態に係る内視鏡の挿入部における図３のＣ－Ｃ断面図。
【図８】本発明の実施の形態に係る内視鏡先端構成部品の分解斜視図。
【符号の説明】
１　　　　　　…内視鏡
２　　　　　　…挿入部
３　　　　　　…操作部
８　　　　　　…先端部
９　　　　　　…湾曲部
１０　　　　　…硬性部
３１　　　　　…ライトガイド
３２　　　　　…撮像ユニット
３３　　　　　…照明窓
３４　　　　　…対物レンズ系
３５　　　　　…撮像部
５０　　　　　…第１の先端構成部品
５４　　　　　…ライトガイド受け部
５５　　　　　…段部
５６　　　　　…爪部
６０　　　　　…第２の先端構成部品
６２　　　　　…当接部
６５　　　　　…係止部
６６　　　　　…開口部
７０　　　　　…先端円筒部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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